
 

 

SYLLABUS 
2024 年度 春学期 

 

３年次 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森公立大学 

経営経済学部 



目　　　　　　　　次

授業科目名 単位 区分 担当教員 ページ

仏教の思想 (4) 選必 松本　知己 1

メディアとジャーナリズム (2) 選必 河田　喜照　ほか 5

民法 (4) 選必 小林　直樹 8

事業論Ⅱ (1) 選必 小田切　勇治　ほか 12

グローバル経営論 (2) 選必 小林　哲也 14

会社法Ⅰ (2) 選必 白石　智則 17

組織学習論 (2) 選択 丁　圏鎭 20

監査論Ⅰ (2) 選択 紫関　正博 23

租税法 (2) 選択 金子　輝雄 26

財務戦略 (2) 選択 長谷川　美千留 29

経営情報論 (2) 選択 古賀　広志 32

商業実習 (4) 選択 砂場　孝一郎 36

地域企業論Ⅰ　【他学科展開科目】 (2) 選択 生田　泰亮 40

地域社会論Ⅰ　【他学科展開科目】 (2) 選択 佐々木　てる 43

環境経済学　　【他学科展開科目】 (2) 選択 青山　直人 60

地域経営論　　【他学科展開科目】 (2) 選択 足達　健夫 75

金融経済学Ⅱ (2) 選必 國方　明 46

地域経済学 (4) 選必 樺　克裕 49

産業組織論 (4) 選必 橋本　悟 53

実証経済分析 (2) 選択 小寺　俊樹 57

環境経済学 (2) 選択 青山　直人 60

ファイナンス理論 (2) 選択 國方　明 63

社会保障論 (2) 選択 大矢　奈美 66

経済特殊講義Ⅲ (2) 選択 堤　静子 69

会社法Ⅰ　　　【他学科展開科目】 (2) 選択 白石　智則 17

財務戦略　　　【他学科展開科目】 (2) 選択 長谷川　美千留 29

科目群

教
養
科
目

キャリア
教育科目

専
門
科
目

経
営
学
科

経
済
学
科

注１



目　　　　　　　　次

授業科目名 単位 区分 担当教員 ページ科目群

会社法Ⅰ　　　【他学科基幹科目】 (2) 選必 白石　智則 17

地域の産業Ⅱ (2) 選択 松田　英嗣 72

地域経営論 (2) 選択 足達　健夫 75

自然史・地理情報と地域創造 (2) 選択 三浦　英樹 78

地域みらい特殊講義Ⅱ (2) 選択 柏谷　至 81

経営革新論Ⅰ (2) 選択 生田　泰亮 91

足達　健夫

生田　泰亮

佐々木　てる

長岡　朋人

三浦　英樹

安田　公治

財務会計論Ⅱ　【他学科展開科目】 (2) 選必 金子　輝雄 84

マクロ経済学　【他学科展開科目】 (4) 選択 巽　一樹 87

【注１】「経営情報論」は秋学期開講科目ですが、2024年度は春学期開講とします。秋学期は開講しませんので注意してく
ださい。

専
門
科
目

地
域
み
ら
い
学
科

フィールドリサーチⅡ (2) 選択



（２）「金融経済学（４単位）」の履修について
①春学期開講の「金融経済学Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「金融経済学Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（３）「監査論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「監査論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「監査論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（４）「自然史・地理情報と地域創造」は、2019年度以前入学生カリキュラム「地域ＩＣＴ戦略論」の読替科目です。

（５）「経営革新論Ⅰ」は、2019年度以前入学生カリキュラム「経営革新論」の読替科目です。

（６）「租税法」は、2020年度・2021年度入学カリキュラム「税務会計Ⅰ」の読替科目です。

（１）「財務会計論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「財務会計論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「財務会計論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

2020年度及び2021年度入学生へ（学籍番号の上位４桁が「1200～」「1210～」で始まる学生）

（１）「財務会計論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「財務会計論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「財務会計論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（２）「監査論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「監査論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「監査論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

2019年度以前入学生へ（学籍番号の上位４桁が「1170～」「1180～」「1190～」で始まる学生）

（３）「自然史・地理情報と地域創造」は、2020年度・2021年度入学生カリキュラム「地域ＩＣＴ戦略論」の読替科目です。

（４）「経営革新論Ⅰ」は、2020年度・2021年度入学生カリキュラム「経営革新論」の読替科目です。

（５）「租税法」は、2020年度・2021年度入学カリキュラム「税務会計Ⅰ」の読替科目です。



〔科目名〕

仏教の思想

〔単位数〕

4 単位

〔科目区分〕

教養

〔担当者〕

松本知己

Matsumoto Tomomi

〔オフィス・アワー〕

時間：授業の前後、休み時間など随時。

場所：教室、廊下、非常勤講師控室など。

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

仏教は、紀元前5世紀前後のインドで成立した宗教である。朝鮮半島や中国を経て日本に伝来して以来、社会

の要請に伴って変容しながら独自の発展を遂げ、仏教は日本人の精神世界に大きな位置を占めてきた。

本講義では、我々 にとって「 内なる他者」 である仏教の思想史的な理解を目的として、その基本構造と、展開

の多様性を学ぶ。

前半は、インド仏教の歴史を概観し、仏教思想の基本を解説する。後半は、仏教文献の漢訳など、中国を中心

とする漢字文化圏における受容の特質を確認する。その上で、各時代における仏教者の思想と実践を紹介しなが

ら、日本仏教の形成と展開の過程を明らかにしてゆく 。随時、政治状況、文化事象との関連や、神道など他思想

との交渉にも言及する。全体を通じて、日本人にとって仏教とは何であったか、そして何でありうるか、という

ことを理解し、現代に生きる私たちと宗教との関係を考察する契機にしたい。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本科目は、信仰を前提とせずに、仏教を一つの思想、あるいは文化現象として捉え、その成立と展開を学ぶ。

古来より日本文化に溶け込んでいる仏教への理解を深めることは、自身のアイデンティティを確認することにも

つながる。

経済学や経営学を学ぶという点では、経済的な活動は人の営みに他ならないので、人間という生き物について

の理解が必須である。宗教は、人間の世界観や価値観の基盤をなすと共に、その願望や欲望の受け皿にもなって

きたのであり、人間存在の合わせ鏡ともいえる文化現象である。世界には様々 なタイプの宗教、思想が存在し、

人々 との関わり方も様々 である。日本の伝統的な宗教の思想構造を理解し、歴史を知ることで、宗教的、思想的

背景の異なる人々 の思考様式を、より深く 理解することができるようになるだろう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標

・ 仏教思想の基本的な構造を理解する。

・ 日本仏教の特質を、現代に生きる我々 自身との関連で理解する。

中間目標

・ インド・ 中国・ 日本における仏教の歴史的な推移を理解する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

受講者の理解を深めるため、随時学習内容のまとめを行う。後方の席の受講者にも配慮して、できるだけ見や

すい大きな文字で板書する。また、期末レポートの題目は、できる限り早めに告知する。

その他、要望等については柔軟に対応するよう心がける。

〔教科書〕

教科書は用いない。毎回資料を配付する。

〔指定図書〕

宮元啓一『わかる仏教史』（角川ソフィア文庫、2017）

末木文美士『日本仏教史－思想史としてのアプローチ－』（新潮文庫、1996）

〔参考書〕

平川彰『インド・中国・日本 仏教通史』〈新版〉（春秋社、2006）

蓑輪顕量編『事典 日本の仏教』（吉川弘文館、2014）

（ 様式１）
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〔前提科目〕

なし。」

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

3分の2以上の出席を前提に、期末のレポート（ 60％） と平常点（ 40％。毎回提出してもらうリアクションペ

ーパーのコメントなど） によって総合的に評価する。

〔評価の基準及びスケール〕

Ａ ８０点以上

Ｂ ８０点未満～７０点以上

Ｃ ７０点未満～６０点以上

Ｄ ６０点未満～５０点以上

Ｆ ５０点未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

仏教は世界宗教であり、歴史的にも実に多様に展開してきた。しかし思想としての基礎をふまえた上でなけれ

ば、その多様性への理解がなかなか進まない。予習は特に求めないが、毎回の講義後は、指定図書や随時紹介す

る参考文献を読んで、復習する時間を作ってもらいたい。

〔実務経歴〕

該当なし。

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： 総説

内 容： 講義の目的と概要、学習方法、評価基準などの説明

教科書・指定図書

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： 宗教類型論から見た仏教

内 容： 仏教を含むインドの宗教・思想と、世界の諸宗教（特にセム的一神教）との比較

教科書・指定図書

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： ①インドの宗教と思想

内 容： インド宗教思想史の概観

教科書・指定図書

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： ②インドの宗教と思想

内 容： バラモン教、ヒンドゥー教の思想と神々

教科書・指定図書

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： ①仏教の成立

内 容： 釈迦（ゴータマ・シッダールタ）の生涯

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅰ章

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： ②仏教の成立

内 容： 真理観（仏教は何を目指すのか）

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅰ章
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第7 回 テーマ（何を学ぶか）： ③仏教の成立

内 容： 実践論（仏教者の修行）

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅱ章

第8 回 テーマ（何を学ぶか）： ④仏教の成立

内 容： 仏教教団の構成と戒律

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅱ章

第9 回 テーマ（何を学ぶか）： 部派仏教の成立

内 容： 釈迦死後の教団分裂と諸部派の成立、展開

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅲ章

第10 回 テーマ（何を学ぶか）： 部派仏教の教理

内 容： 部派の中で最も有力な説一切有部の思想

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅲ章

第11 回 テーマ（何を学ぶか）： 大乗仏教の起源と成立

内 容： 「思想運動」としての大乗仏教

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅳ章１「初期大乗仏教」

第12 回 テーマ（何を学ぶか）： 大乗仏教経典の世界

内 容： 大乗仏教の思想を説示する経典群の特徴

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅳ章１「初期大乗仏教」、２「中期大乗仏教」

第13 回 テーマ（何を学ぶか）： 空の思想①

内 容： 大乗仏教の哲学的基盤となった「空」の思想

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅳ章３「大乗仏教の哲学」

第14 回 テーマ（何を学ぶか）： ②空の思想

内 容： 『般若心経』を読む

教科書・指定図書

第15 回 テーマ（何を学ぶか）： ①唯識派の思想

内 容： 「空」の理論化、体系化を目指した唯識思想（その一）

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅳ章３「大乗仏教の哲学」

第16 回 テーマ（何を学ぶか）：

内 容： 「空」の理論化、体系化を目指した唯識思想（その二）

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅳ章３「大乗仏教の哲学」

第17 回 テーマ（何を学ぶか）： 浄土教

内 容： 仏教思想における浄土教の位置付けとその後の展開

教科書・指定図書

第18 回 テーマ（何を学ぶか）： 密教

内 容： 密教とは何か、その思想と実践。あるいは仏教と呪術。

教科書・指定図書 宮元啓一『わかる仏教史』第Ⅳ章４「密教と後期大乗仏教」

第19 回 テーマ（何を学ぶか）： 中国人と仏教

内 容： 儒教をはじめとする中国の思想・宗教と仏教の関係

教科書・指定図書
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第20 回 テーマ（何を学ぶか）： 中国仏教の特質

内 容： 中国人の主体的な仏教受容

教科書・指定図書

第21 回 テーマ（何を学ぶか）： 最澄の思想

内 容： 日本仏教の母胎となった日本天台宗の教学

教科書・指定図書 末木文美士『日本仏教史』第Ⅱ章「密教と円教」

第22 回 テーマ（何を学ぶか）： 日本の密教

内 容： 空海の真言密教（東密）と天台の密教（台密）

教科書・指定図書 末木文美士『日本仏教史』第Ⅱ章「密教と円教」

第23 回 テーマ（何を学ぶか）： ①鎌倉新仏教の思想

内 容： 法然の専修念仏（浄土宗）

教科書・指定図書

第24 回 テーマ（何を学ぶか）： ②鎌倉新仏教の思想

内 容： 法然の門流と親鸞の思想（浄土宗、浄土真宗）

教科書・指定図書

第25 回 テーマ（何を学ぶか）： ③鎌倉新仏教の思想

内 容： 日本の浄土教における二つの流れ（観念・観想の念仏と称名念仏）

教科書・指定図書

第26 回 テーマ（何を学ぶか）： ④鎌倉新仏教の思想

内 容： 日蓮の法華教学（唱題思想）

教科書・指定図書

第27 回 テーマ（何を学ぶか）： ⑤鎌倉新仏教の思想

内 容： 禅とは何か、道元の思想

教科書・指定図書

第28 回 テーマ（何を学ぶか）： 仏像の起源と日本的展開

内 容：

教科書・指定図書

第29 回 テーマ（何を学ぶか）： 近代の知識人と仏教

内 容： 田中智学の日蓮主義と宮沢賢治。夏目漱石と仏教

教科書・指定図書

第30 回 テーマ（何を学ぶか）： 全体のまとめ

内 容： 講義の総括と補足。日本人と仏教

教科書・指定図書

試 験 期末レポートの提出。試験は実施しない。
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〔科目名〕

メディアとジャーナリズム

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

教養

〔担当者〕

河田 喜照 他

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

・この講義では、マスメディアが、その社会的使命である「ジャーナリズム」をどう実現しようとしているかオムニバス方式で

解説する。東奥日報社の記者経験者や広告・販売の担当者らが登壇、現場の情報を通じてメディアとジャーナリズムに

対する理解を深めてもらう。

・ネット社会における情報伝達手段の変化と問題点を指摘し、メディアリテラシー育成にこれまで以上のウエートを置く。

・青森県の各メディアを紹介しながら、地域社会におけるメディアの役割を考える。

・新聞を読む機会をもうけ時事問題に触れてもらう。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

民主主義社会において、正確な情報を市民に伝達する機能は不可欠である。その役割を担うメディアについての理

解は主権者として必要な素養である。

一方で、ネット社会の進展により、従来のマスメディアが担ってきた情報伝達の方法は大きく変化している。ネット空間

では玉石混交の情報が飛び交い、フェイクニュースと呼ばれる虚偽情報、またフィルターバブル(自分の興味のある情報

ばかりが集まる現象)などが問題になっている。かつてないほどメディアリテラシーの必要性が高まっており、その向上に

役立つ機会としたい。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

中間目標

・近代におけるジャーナリズムの成立から現在にいたる歴史を知り、メディアを客観的にみる視点を育てる。

・新聞社やテレビ局などのマスメディアが果たしている社会的役割を知る。

・現場の活動を知ることで、マスメディアの機能に対する正確な知識をもってもらう。

・報道活動が抱える問題点について理解する。

・ネットメディアの進展とその落とし穴について考えてもらう。

最終目標

・われわれの社会におけるジャーナリズムの機能と問題点を理解する。

・メディアリテラシーを高め、健全な市民・社会人としての素養を身につける。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

・ 健全な社会を維持する上でジャーナリズムが大切な役割を果たしていると理解してもらうことを一番の目標に置いた。

・ネット社会に即した情報リテラシーの向上に向け、生成AIやハルシネーションなどの新しい事象についても触れていき

たい。

・新聞を読み感想を述べることを通じ時事的な内容を扱った点が好評だった。今後も広く時事問題を扱っていきたい。

・メディアとジャーナリズムについてもっと深く学びたいとの声があったため、より深みのある内容にしていくよう努める。

〔教科書〕

特になし

〔指定図書〕

特になし。

〔参考書〕

東奥日報、ホームページ「WEB 東奥」、「東奥日報スマホサイト」「東奥日報アプリ」、SNSなど。

〔前提科目〕

なし。

（ 様式１）

5



〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

中間リポートおよび最終試験を課す。

〔評価の基準及びスケール〕

学生便覧の通り:

A： 80%以上、 B : 70%以上、 C： 60%以上、 D： 50%以上、 Ｆ: 50%未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

・新聞社やテレビ局など、いわゆるマスメディアの報道活動は、若い世代に正しく理解されていないところが多分にある。

メディアに携わる人たちがどんなことを考え、どんな活動をしているのか理解してもらえるよう努力する。時事的な内容も

織り交ぜながら現場の声を伝えていくので、メディアとジャーナリズムについて理解を深める機会にしてほしい。

・複数の講師によるオムニバス形式のため、都合によって講義の順番が前後することがある。あらかじめ了承していただ

きたい。

〔実務経歴〕

新聞記者、デジタル編集者、広告担当者、新聞販売担当者、イベント・出版担当者ら。

授業スケジュール

第1 回 テーマ（はじめに）：

内 容： メディアの意味やジャーナリズムの理念について。国内の主なメディアとその特性を伝え、国内・

青森県内の新聞、テレビ、ラジオ、雑誌を紹介。動画を使いニュースができるまでの基本的な流れをつかん

でもらう。またネットメディアによるニュースの現状と進展の状況にも触れる。

教科書・指定図書 なし

第2 回 テーマ（NIB 実践１ よく分かる新聞の読み方）：

内 容： NIB（ニュースペーパー・イン・ビジネス）は、仕事で役立つ新聞の活用法を紹介する取り組み。初

回のテーマは新聞の読み方。新聞の見出しや紙面レイアウトにも意味、役割がある。紙面づくりのルールが

分かれば、より面白く新聞を読むことができる。

教科書・指定図書 なし

第3 回 テーマ（NIB 実践２ 記事から学ぶ文章術）：

内 容： 新聞記者はどんなことを考えながら記事を書いているのか。取材をする上で注意していることは

何か。読まれる記事とはどんな記事か。紙面に掲載された記事を使って考え、簡潔な文章を書くコツを紹介

する。

教科書・指定図書 なし

第4 回 テーマ（ジャーナリズムの歴史）：

内 容： 近代ジャーナリズムの歴史について。17 世紀のイギリスにおける市民社会の成立と新聞ジャーナ

リズム。日本における江戸時代の落首や瓦版の考察、明治政府の牧民思想に対する自由民権運動と新聞

のかかわり、戦時中の検閲と一県一紙令、戦後のあゆみ。3 権分立とジャーナリズムの役割。

教科書・指定図書 なし

第5 回 テーマ（住民に寄り添う地方紙の役割）

内 容： 地方紙は、地域との距離が近いからこそ地域の課題や良さをきめ細かく報道することができる。医

療福祉分野で主に取材してきた記者の経験を踏まえ、住民と同じ目線で報道する地方紙の役割の大切さを

考える。コロナ報道についても触れる。

教科書・指定図書 なし

第6 回 テーマ（紙とデジタル～ネット報道の現場から）：

内 容： 新聞社におけるデジタル展開の歩み。Ｗｅｂ東奥から東奥日報アプリまで。デジタル報道の現況。

自社サイト、ヤフー、LINE など外部配信、ＳＮＳなど。生成AI とメディア。フェークを見抜くには。「偏りのない

情報摂取」のために ほか。

教科書・指定図書 なし教科書・指定図書 なし
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第7 回 テーマ（ネット情報とメディアリテラシー）：

内 容： フェイクニュース、ディスインフォーメーションの考察。アメリカの米連邦議会乱入事件など具体的

な例をもとに、ネット情報の危うい面を認識する。また SNS の使い方とフィルターバブル、エコーチェンバー

などデジタルメディアを利用する際のワナについても考える。

教科書・指定図書 なし

第8 回 テーマ (新聞広告の役割と機能～事例紹介と営業について～)

内容： 「もし、広告がなかったら？」「広告もニュースである」など、新聞に掲載されている広告の分類、役割

と機能を考える。事例を紹介しつつ、対象や背景、目的なども伝え、広告をより身近なものとしてとらえてもら

う。新聞社における広告担当部門の組織、営業についても触れ、職業としての業務も理解してもらう。

教科書・指定図書 なし

第9 回 テーマ(事件・事故と司法手続き):

内 容： 日々報道される事件や事故。報道における大きな分野だが、その取材体制はどうなっているのか

舞台裏を紹介する。また逮捕や送検、起訴、裁判など司法手続きを理解することで事件・事故のニュースに

対する理解を深めてもらう。

教科書・指定図書 なし

第10 回 テーマ（テレビ、ラジオの報道）：

内 容： 日本の放送メディアについて紹介する。放送法第 4 条の存在による新聞や雑誌、ネットメディアと

の違いを知ってもらう。またニュース報道とワイドショー(ニュースを使った娯楽色の強いテレビ番組)の違い、

広告で成り立つ民放の構造などについて説明し、放送メディアについてのリテラシーを高めてもらう。

教科書・指定図書 なし

第11 回 テーマ（ネットの進展がもたらす変化）：

内 容： ネット配信の普及によってメディアの地殻変動が起きている。テレビ番組のネット同時配信、TVer

や NHK＋、Netflix などオンデマンド配信の進展、存在感を増す Youtube などを取り上げながら激変するメ

ディア環境について考える。

教科書・指定図書 なし

第12 回 テーマ(地域ジャーナリズムの役割):

内容: 地域ジャーナリズムについて考える。ローカル記事の需要と「劇場効果」による共感性。スクープの

種類、行政に対するチェック機能を知る。また地元紙が消えたアメリカの地方都市で起きた「ニュース砂漠」

と呼ばれる現象などを例に地域ジャーナリズムの役割をあらためて考える。

教科書・指定図書 なし

第13 回 テーマ（青森県と基地）：

沖縄に次いで「第２の基地県」と呼ばれる青森県。米軍・自衛隊の基地と関連施設は多数に上り、機能は複

雑多岐にわたる。ロシアによるウクライナ侵略や台湾問題など「新冷戦時代」の到来が叫ばれる中、その実

態を説明するとともにマスメディアがどのように報じてきたのかについて紹介する。

内 容： 教科書・指定図書 なし

第14 回 テーマ（ジャーナリズムの問題点とジレンマ）：

内 容： 近年、報道に対する市民の目線が厳しくなっている。「ハゲワシと少女」の写真をめぐる議論などを

例にジャーナリズムが抱えるジレンマについて学ぶ。また政治的スタンスの違いと報道、集中報道への批

判、実名報道と匿名報道、記者クラブの役割など、報道が抱えるジレンマ、問題点について考えてもらう。

教科書・指定図書 なし

第15 回 テーマ(ジャーナリズムが守るもの)

内 容: デジタルプラットフォームや SNSがニュース媒体として台頭し玉石混交の情報があふれる中、「正し

く正確な情報」「社会に資する建設的な情報」を選別して提供する必要性がますます増している。社会の公

共資本としてのメディアとジャーナリズムをどう守り、新しい時代に向けて再構築をしていくべきかを考える。

教科書・指定図書 なし

試 験 中間リポートおよび期末試験を課す
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〔科目名〕

民法

〔単位数〕

4 単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

小林 直樹

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

私たちは、法と無関係に生活することはできません。つまり、日常生活のあらゆる場面が法と結びついているということ

です。そのため、法に則って行動することでトラブルを回避し、安心して生活をおくることができます。しかし、法から逸

脱するならば、私たちは何かしらのトラブルに巻き込まれ、人の権利を侵害する加害者となり、反対に、権利を侵害され

る被害者になることがあります。そのため、社会経験の浅い若い人ほど、法を学ぶ意義は大いにあります。なかでも、私

たちの生活に関する法が民法ですが、その知識を身につけることは日常生活で大いに役立ちます。

教養としての民法の知識を身につけ、「考え方」を修得することが、安心や安全な生活につながるといえます。

本講義では、教養としての民法の知識を修得し、その「考え方」を修得することを目的とします。その際、報道番組や新

聞記事等の具体的事例を通じて理解を深め、実生活で教養としての民法の知識や「考え方」を実践できるようになること

を目的とします。

なお、進捗状況によっては、授業スケジュールおよびその内容について若干の変更もありえます。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本講義の目標は、まずもって教養としての法または民法の「考え方」を修得することです。ただ、法というものは、時代

や国・地域によって変化します。具体的には、日々の社会現象（動物の福祉の問題、人の生命や人生設計等のライフス

タイルのあり方をめぐる問題、情報化社会における個人情報保護の問題、AI の進化、企業と人権問題等）に影響を受け

てダイナミックに変化します。そのため、法のバックグラウンドとなる、自然科学、人文科学を学ぶことも必要となります。と

りわけ、多様化する社会においては、興味関心のある分野を学びつつ、併せて法または民法の「考え方」のバリエーショ

ンを増やしてほしいと思います。それにより、バランスを欠いた単眼的見方ではなく、バランスのとれた複眼的見方を得

ることができると考えています。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

まず、法について理解し、民法に関する基本的な用語を理解することを中間目標として設定しています。次に、以下の

点を最終目標として修得してほしいと思います。

(1) 法や民法の基本的な用語等を理解し、説明できるようになる。

(2) 法や民法の「考え方」を理解する。

(3) 法や民法の「考え方」を理解したうえで、それを説明できるようになる。

(4) （1）～（3）をもとに、社会における法的な問題について、自分の考えを自分の言葉で説明できるようになる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

とくに指定しません。

必要に応じて、参考となる書籍を紹介します。

〔指定図書〕

必要に応じて、参考となる書籍を紹介します。

〔参考書〕

渡邊力ほか『民法入門ノート〔第2版〕』（法律文化社、2024）、道垣内弘人『リーガルベイシス民法入門〔第5版〕』（日本経済

新聞出版、2024）、潮見佳男ほか『18 歳からはじめる民法〔第 5 版〕』（法律文化社、2023）、潮見佳男『民法(全)〔第 3 版〕』

（有斐閣、2022）、池田真朗ほか『民法 Visual Materials〔第 3 版〕』（有斐閣、2021）、吉田利宏『元法制局キャリアが教える

民法を読む技術・学ぶ技術』（ダイヤモンド社、2021）など。

〔前提科目〕

（ 様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

前記「科目の到達目標」で記したとおり、用語の理解にとどまらず、多様な「考え方」を理解し、自分の言葉で説明するこ

とが本講義の目指すところです。定期試験では、到達目標の達成度をはかるために、用語の説明問題などを出題する

予定です。

なお、講義に出席しただけでは、学んだことが知識として定着することは困難と考えます。1 回の講義につき予習・復

習を行い、全 30 回の講義で十分に予習・復習が実行されていることも評価していきたいと考えます。すなわち、講義中

に、前回学んだ内容についての確認の質問や、予習が実行されているか確認の質問を行い、受け身の受講ではなく、

投げかけられた質問に対する応答、積極的な受講姿勢についても評価したいと考えます。

〔評価の基準及びスケール〕

原則、定期試験１００％により評価を行います。

試験の評価基準については、科目の到達目標の達成度を測ることになります。

なお、講義への積極的な参加を評価することとし、習熟度を確認するため時折質問をしますが、それに対する応答等

の発言者に対しては加点を行う予定です（正解・不正解は問いません）。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

本講義で学ぶ内容は、社会の出来事と無関係ではない法に関する事柄です。日頃から、報道番組や新聞記事に目を

通し、私たちを取り巻く社会で何が起きて何が問題となっているのか、ということに関心を持ってほしいと思います。社会

を知る、関心を持つことが、法または民法を学ぶことにつながるからです。

また、前記「評価の方法」と「評価の基準」において触れたように、講義中、受講生に質問することが少なくありません（正

解・不正解は問いません）。自分の考え方を正確に伝えるという意識をもって発言や応答を試みてほしいと思います。さ

らには、本講義を卒業後に求められるコミュニケーション能力の涵養の場として活用してほしいとも思います。コミュニケ

ーション能力の重要な一つの点は、自分の言葉で自分の考えを正確に発することです。受講に際して受け身になるの

ではなく、教員とのコミュニケーションや他の受講生とのコミュニケーションを積極的におこない、講義が自己の成長発達

の場となることを意識して受講してほしいと考えます。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： ――イントロダクション 社会における法・法律の役割――

内 容： 民法が私たちの生活とどのようにかかわるのかについて、物語を素材にして理解します。第 1 回

は、法を学ぶことの導入であり、実際に法（法律）を用いて社会問題の解決と、法（法律）が社会でど

のように機能するのかを体験し、法（法律）の役割を理解していこうと考えます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： ①民法とは何か

内 容：民法について、その役割と目的について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： ②民法とは何か

内 容：民法の歴史や解釈などについて学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： ①総則

内 容：権利を有するのは何か。「権利能力」や「物」などについて学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： ②総則

内 容：自分が権利を持っているなら自由に使えるかなど、「信義則」や「権利の濫用」などについて学びま

す。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第6 回 テーマ（何を学ぶか）：総則③

内 容：団体も「人」として扱われるのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。
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第7 回 テーマ（何を学ぶか）：総則④

内 容： 「時効」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第8 回 テーマ（何を学ぶか）：総則⑤

内 容：「法律行為」や「代理制度」などについて学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第9 回 テーマ（何を学ぶか）： ①物権法

内 容：物に対する権利の性質や種類について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第10 回 テーマ（何を学ぶか）： ②物権法

内 容：他人の物が邪魔で自分の物を使えないとき、どのような主張ができるのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第11 回 テーマ（何を学ぶか）： ③物権法

内 容：物を買ったらいつから自分の物になったといえるのか、という「物権変動」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第12 回 テーマ（何を学ぶか）： ④物権法

内 容：土地を買ったことを登記で公示しないとどうなるのかといった、「公示の原則」などについて学びま

す。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第13 回 テーマ（何を学ぶか）： ①担保物権法

内 容：貸したお金を確実に返してもらうにはどうすればよいのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第14 回 テーマ（何を学ぶか）： ②担保物権法

内 容：民法の規定にある「担保物権」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第15 回 テーマ（何を学ぶか）： ①債権総論

内 容：買った物が受け取る前に壊れていたなど、「契約の双務性」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第１６回 テーマ（何を学ぶか）： ②債権総論

内 容：商品を買った相手が代金を払わないなど、「契約の不履行」の対処について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第17 回 テーマ（何を学ぶか）： ③債権総論

内 容：債権者は債務者の持つ権利を代わりに行使できるかなど、「責任財産の保全」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第18 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論①

内 容：「契約」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第19 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論③

内 容：契約を結ぶと絶対に守らなければならないかなど、「契約の有効性」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。
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第20 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論④

内 容：うその契約への対処、間違えたり騙されたりした契約への対処について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第21 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論⑤

内 容：物を売ったり買ったりすることとはどういうことかなど、「売買契約」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第22 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論⑥

内 容： 貸したお金が返ってこなかったらどうするのかなど、「消費貸借契約」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第23 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論⑦

内 容：家を借りるなど「賃貸借契約」について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第24 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論⑧

内 容：「不法行為」および損害賠償を請求できる場合について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第25 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論⑨

内 容：損害賠償を請求された被告がどのような反論をするのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第26 回 テーマ（何を学ぶか）：債権各論⑩

内 容：自分が加害者でなくても責任を負うことはあるのかなどを学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第27 回 テーマ（何を学ぶか）： ①親族

内 容：結婚・離婚は自由にできるのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第28 回 テーマ（何を学ぶか）： ②親族

内 容：親子関係はどのように決まるのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第29 回 テーマ（何を学ぶか）：相続①

内 容：家族が亡くなったとき、その遺産はどうなるのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

第30 回 テーマ（何を学ぶか）：相続②

内 容：遺言で自由に何でも決めることはできるのか、について学びます。

教科書・指定図書 該当ページについて適宜触れます。

試 験 筆記試験を実施します。講義中に扱った範囲から出題します。






































































































































































